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Slit width /nm 0.2 
Cuvette Pyrolytic tube 
Argon carrir gas /rr吐 min-1 200 
Sample volume 10μI 
Temperature program,time 
Dn市19 120'C ,30s 
Ashing 700'C ,30s 
Atomization 2700'C , 7s 




した。測定は、 Table 1 に示す条件で測定した。
2. 2 捕集剤 (5-Br-PADAPーカブリコート/シリカゲル)の調製
共栓付き三角フラスコ (100ml) にシリカゲル 20g を採り、 5-Br-PADP-カプ





ガラスロート(ロート脚部長さ 7 5 In111 、
管内径 5mm)の下部を)JIl工して紺l くしてカ
ラムとし、予め酸洗いし乾燥しておいた少






する。純水 5ml で洗浄後、 0.3M 硝酸溶




3. 1 捕集に及ぼす pHの影響
Ni (1) 2.5μg を含む溶液の pHを 3""
1 1 の問で変化させ、 tiÎl集に及ぼす pHの
影響を調べた。
捕集率はカラムを通過した流出液中の残
留 Ni (11)及び 0.3M 備酸101111で溶離した
液中に含まれるNi 但)を定最して求めた。
その結果をFig.l に示す。 pH6. 5 以
上で 98%以上の捕集率が得られたので、
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Fig 2 Effecl of add cOllcenlralion on the 





Ni (1) 2. 5μg を含む溶液をJHいて、カラム内に自然落下で流した結果、 99%以上
捕集されたので、自然務下速度とし、時五酸及び硝酸溶液の濃度を O. 05....0. 5Mの
問で変化させて最適濃度を検討した。その結果を Fig 2 に示す。
この結果から、塩酸溶液より硝酸溶液を用いた方がやや高い捕集率が得られた。そこ





N i (1)2.5μg を含む溶液 100'"'"'300
Oml を用い溶液の pHを 9 に調整し、捕集
率を測定した。
その結果を Fig 3 に示す。
試料液量2000ml まで 一定の捕集率が
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Fig 3 Effeじl uf salllple vυIUlllc 011 





Ni (1) 2.5μgを含む溶液を用いて、 2. 3 の標準定量操作に従って、捕集と溶離を繰
り返して行った。




2. 3 の標準定量操作に従って、 Ni (11)標準溶液を用いて検量線を作成した。その結












Nickel determination in the pr黌ence of various ions 
Excess (μg) 
50:1 5:1 





















[Ni] : 2.5μg /L 
1 = interferes N = does not interfere 
4. まとめ
本研修は、シリカゲルに 5- Br-PADAP ー カプリコートを担持した捕集剤を調製し、
ニッケルの分離・濃縮を黒鉛炉原子吸光法で定量する方法を検討した。
本法では、 μg/l レベルのNi (11) が簡便な操作で定量でき、捕集剤は、調製法が比較
的簡単で、 200 倍という高い濃縮倍率で捕集することができた。
分離については、 Fe (11)・ (111) 、 Co(11)がNi 但)の定量に妨害を与えたが、水試料へ
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